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理工学研究科Webページ
明治大学大学院 理工学研究科 検 索

事務取扱時間
平　日

▲

08：30～16：30　土曜日

▲

08：30～12：00　電話

▲

044-934-7561　Mail

▲

sst@mics.meiji.ac.jp
※休業期間やイベント等により事務取扱時間は変更となる場合があります。

高いデザイン能力を有する高度専門技術者の育成
理工学研究科では、自然の法則と数理の構造を理解し、

その知見を応用して人類の継続的な発展と幸福に貢献す

る、人間性豊かな研究者と高度専門職業人の養成を目標

としています。各専攻に設置された科目を通して専門的

な学力の修得を図るとともに、全専攻に共通する広域的な

テーマや学際領域に関わる授業科目をバランスよく配置し、

理工学の専門的な知識のみならず、科学技術を社会との

関わりの中で捉える広い視野と、境界領域や新しい分野

をも開拓しうる柔軟性を育成します。

また、連携大学院制度の導入、他大学との単位互換協

定への参画など、実社会や他大学院生との交流も積極的

に行っています。国内外の学会参加の費用補助やRA・

TA、助手への採用の制度、その他奨学金制度など経済的

支援も整っており、積極的に研究を行おうと考える大学院

生にとって、充実した研究生活を送ることができる環境が

用意されています。意欲ある多くの皆さんが理工学研究科

に入学されることを期待しています。

　国際的視野に立ち、総合的かつ実践的に課題に対処できるプロフェッショナルの育成
を目指し、ワークショップ・ディスカッション重視の指導による、国際的通用性のある高
度専門教育を行います。

プログラム（博士前期課程２年間）

日本から世界へ・世界から日本へ
［グローバルに活躍できる人材］の
育成

建築・都市デザイン分野における
日本で初めての完全英語教育と
学際的教育の実施

知的プラットフォームの構築による
国内外での多様な
就業・実務機会の提供

●  サステイナブルな低炭素社会の実現に向
けた学際的視野の獲得

●   世界的都市問題と地域固有の問題に対
応した多角的な視野の育成

●  マーケットのグローバル化に対応した東
アジア・環太平洋地域との連携

●  ワークショップ・ディスカッション重視の
欧米スタジオ形式のインタラクティブ指
導の実践

●  欧米・アジアの建築・都市デザイン分野の
大学との連携による多様な学習スタイル
の提供

●  JABEE およびUNESCO/UIA 認定プロ
グラムによる国際的通用性のある建築教
育プログラムの提供

●  海外建築・都市デザイン事務所との連携
による就業支援プログラムの提供

●  海外大学との連携による留学機会の提供
●  グローバルなネットワークの構築とコミュ
ニケーション能力のスキルアップによる多
様な就業・実務機会の創出

2022年度 修士論文テーマ

建築・都市学専攻 建築・都市学専攻

国際建築都市デザイン系

　都市や建築分野における教育・研究・実務の領域では、国を超えた共通の課題
や地域に根ざした固有の問題などを解決するために、国際的視野に立った高度
専門家の育成が緊急の課題となっています。
　一方、近年、グローバルな経済変動の中で国内建築業界は長期停滞傾向にさら
され、今後ますます海外進出を視野に入れた建築技術者の養成が求められてい
ます。
　国際建築都市デザイン系では、国際的に通用するプランナーやデザイナーを
育成しています。

専修科目 担当教員
Architecture and Urban Design Studies 小林 正美

Architecture and Urban Design Studies 佐々木 宏幸

Architecture and Urban Design Studies 田中 友章

Architecture and Urban Design Studies 田村 順子

※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

カリキュラム一覧

建築・都市学専攻　国際建築都市デザイン系

▲

A Study on Utilization of Mobile Food Units in Urban Spaces  
̶through case studies of “Food Pods” in Portland, Oregon̶▲

Biomimicry for Architecture Reduction of environmental impact by principles of nature▲

Research on Guidance in Spaces and Design of a Station without Guide Signs▲

Research on the Actual Condition of subway concourse Connection Spaces in 
Development Projects in Central Tokyo ̶Evaluation focused on lingering activity̶▲

The Relationship between the Riverside Space and the Biodiversity of Fish in Shakujii 
River▲

A Renewal Strategy of Urban Parks in Shanghai through Mutual Integration and with the 
Surrounding Areas▲

Urban environment that encourages children's outdoor play activities in the modern age▲

Paradise of Common Fiction  
̶Appropriating Fictional Narratives in Literature to Garden Landscape̶▲

Adaptation of expressive techniques for creating cinematic worlds to urban sequences▲

Shrine of Tomorrow ̶Study of Shrine Spaces in Contemporary Urban Contexts Through 
Cultural Anthropological and Spatial Analysis Approaches̶▲

Study on Utilizing the Underground Pedestrian Networks to Enhance Regional Value 
̶Focusing on the connection between the underground pedestrian space and the 
private underground space̶▲

Neo Dressing Theory  
̶Exploring the New Architectural Enclosure in Contemporary Urban Context̶▲

Tinyness ̶A Study on Tiny Architecture and Tiny Lifestyle̶▲

Research on Open City by Using Urban Voids as Vague Boundaries in Tokyo▲

Changes of Sense of Atmosphere by Light into Space  
̶Through Analysis of Light Sequences in Art Museum̶▲

A study of spaces easily perceived by dementia patients▲

Analysis of Integrated Resorts Overseas and in Japan▲

Study of Openness in Architectural Space Sequences Using a 3D Scanner▲

A Study on Improvement of living environment in Hilly residential area  
̶Examining the possibility of utilizing micro-mobility in Tadodai, Yokosuka City̶▲

Emergence of Imagined Land  
̶Cultivating New Society Through Borrowed Cultural Art Movement̶▲

Research on Sequential Space Design in New Urban Context  
̶Case study in Kagurazaka̶▲

Restructuring the Tokyo Metropolitan Area by Repurposing Electrical Infrastructure Space▲

A study on connecting local communities utilizing traditional Japanese patterns and 
ornaments▲

Rethinking the City Through the Use of Theatrical and Spectacular Elements in City and 
Architecture ̶Focusing on Ueno Hirokoji̶▲

Solving the Marine Debris Problem through Regional Collaboration  
̶A case study on the Setouchi region̶▲

Resurrection of Intermediary Space in Myanmar Architecture  
̶Learning From Kisho Kurokawa's Theory and Works̶▲

Revitalization of Small-scale Local Manufacturing Industry and its Neighboring 
Communities▲

How to increase the livability of Tokyo Bay area in the future?  
̶Tsukiji market area Case studies based on the 15 minutes city concept̶

※RA・TA制度、助手制度については P.010  を参照してください。

建築都市
デザイン
スタジオA

講義

［第1セメスター］

建築都市
デザイン
スタジオB

ワークショップ
インターンシップ

講義

［第2セメスター］

建築都市
デザイン
スタジオC

ワークショップ
インターンシップ

講義

［第3セメスター］

修士設計

［第4セメスター］

建築・都市学専攻の人材育成その他教育研究上の目的

国際建築都市デザイン系では、国際的環境で通用する建築・
都市デザインのプロフェッショナル、特に国際的な環境におい
て建築・都市の創造・再生を実践的に担えるプランナーやデザイ
ナーを育成する。
博士前期課程では、国際的な環境における建築デザイン・都市

デザインの実践に必要な知識、語学力及び技能を有する研究者
又は高度専門職業人を育成する。博士後期課程では、博士前期
課程で培った専門性を一層高め、国際社会での先導的役割を担
う研究者・教育者・実務家を育成する。

国際建築都市デザイン系 

総合芸術系では、芸術文化の歴史と現在に対する洞察と、自然
と社会の環境への適切な配慮を、創造的な研究へとつなげてい
くことのできる人材を育成する。博士前期課程では、特定の芸
術分野における深い知識と、分野を横断する広い知識を併せ持
つ研究者・教育者・作家を育成する。
博士後期課程では、博士前期課程で培った研究の専門性を一

層高め、各芸術分野においてより先導的役割を担う人材を育成
する。

総合芸術系

建築・都市デザイン教育で世界をつなぐ 建築･都市学専攻　3つの特色

UIA建築教育憲章に準拠した教育プログラ
ムとして日本での認定機関であるJABEE

より認定を得ることにより、国際的通用性の
担保された建築教育を提供します。

UIA基準による
国際建築家資格取得カリキュラム

学位 工学修士号、建築学修士号、
学術修士号

入学者受入方針（Admission Policy）、学位授与方針（Diploma Policy）、教育課程編成・実施方針（Curriculum Policy）、
理工学研究科の人材養成その他教育研究上の目的については、 P.102-105  を参照してください。

2022年度 修士論文テーマ

総合芸術系では、芸術文化の歴史と現在に対する洞察と、自然と社会の環境へ
の適切な配慮を、創造的な研究へとつなげていくことのできる人材育成を目的
とします。
修了後の進路としては、高等教育機関教員、アーティスト、キュレーター、批評家、
ジャーナリスト、自治体・企業等における文化支援部門の専門職などが挙げられ
ます。

カリキュラム一覧

建築・都市学専攻　総合芸術系

▲

映画における労働者 ̶ディズニー実写映画に見る「労働」と「革命」̶

総合芸術系

主要科目 特修科目 担当教員
総合芸術研究 現代美術特論　写真史特論 倉石 信乃

総合芸術研究 映画と都市　文学と都市 清岡 智比古

総合芸術研究 映画史特論　批評特論　総合芸術特論 管 啓次郎

総合芸術研究 フィルム・アダプテーション特論　ポストモダン文化特論 波戸岡 景太

総合芸術研究 環境と人文学　環境とデザイン 鞍田　崇

総合芸術研究 ワークショップ・デザイン特論　空間表象特論 山本 洋平

※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。
※一部の科目について、生田キャンパスで開講する場合があります。
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理工学研究科Webページ
明治大学大学院 理工学研究科 検 索

事務取扱時間
平　日

▲

08：30～16：30　土曜日

▲

08：30～12：00　電話

▲

044-934-7561　Mail

▲
sst@mics.meiji.ac.jp

※休業期間やイベント等により事務取扱時間は変更となる場合があります。

高いデザイン能力を有する高度専門技術者の育成
理工学研究科では、自然の法則と数理の構造を理解し、

その知見を応用して人類の継続的な発展と幸福に貢献す

る、人間性豊かな研究者と高度専門職業人の養成を目標

としています。各専攻に設置された科目を通して専門的

な学力の修得を図るとともに、全専攻に共通する広域的な

テーマや学際領域に関わる授業科目をバランスよく配置し、

理工学の専門的な知識のみならず、科学技術を社会との

関わりの中で捉える広い視野と、境界領域や新しい分野

をも開拓しうる柔軟性を育成します。

また、連携大学院制度の導入、他大学との単位互換協

定への参画など、実社会や他大学院生との交流も積極的

に行っています。国内外の学会参加の費用補助やRA・

TA、助手への採用の制度、その他奨学金制度など経済的

支援も整っており、積極的に研究を行おうと考える大学院

生にとって、充実した研究生活を送ることができる環境が

用意されています。意欲ある多くの皆さんが理工学研究科

に入学されることを期待しています。

　国際的視野に立ち、総合的かつ実践的に課題に対処できるプロフェッショナルの育成
を目指し、ワークショップ・ディスカッション重視の指導による、国際的通用性のある高
度専門教育を行います。

プログラム（博士前期課程２年間）

日本から世界へ・世界から日本へ
［グローバルに活躍できる人材］の
育成

建築・都市デザイン分野における
日本で初めての完全英語教育と
学際的教育の実施

知的プラットフォームの構築による
国内外での多様な
就業・実務機会の提供

●  サステイナブルな低炭素社会の実現に向
けた学際的視野の獲得

●   世界的都市問題と地域固有の問題に対
応した多角的な視野の育成

●  マーケットのグローバル化に対応した東
アジア・環太平洋地域との連携

●  ワークショップ・ディスカッション重視の
欧米スタジオ形式のインタラクティブ指
導の実践

●  欧米・アジアの建築・都市デザイン分野の
大学との連携による多様な学習スタイル
の提供

●  JABEE およびUNESCO/UIA 認定プロ
グラムによる国際的通用性のある建築教
育プログラムの提供

●  海外建築・都市デザイン事務所との連携
による就業支援プログラムの提供

●  海外大学との連携による留学機会の提供
●  グローバルなネットワークの構築とコミュ
ニケーション能力のスキルアップによる多
様な就業・実務機会の創出

2022年度 修士論文テーマ

建築・都市学専攻 建築・都市学専攻

国際建築都市デザイン系

　都市や建築分野における教育・研究・実務の領域では、国を超えた共通の課題
や地域に根ざした固有の問題などを解決するために、国際的視野に立った高度
専門家の育成が緊急の課題となっています。
　一方、近年、グローバルな経済変動の中で国内建築業界は長期停滞傾向にさら
され、今後ますます海外進出を視野に入れた建築技術者の養成が求められてい
ます。
　国際建築都市デザイン系では、国際的に通用するプランナーやデザイナーを
育成しています。

専修科目 担当教員
Architecture and Urban Design Studies 小林 正美

Architecture and Urban Design Studies 佐々木 宏幸

Architecture and Urban Design Studies 田中 友章

Architecture and Urban Design Studies 田村 順子

※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

カリキュラム一覧

建築・都市学専攻　国際建築都市デザイン系

▲

A Study on Utilization of Mobile Food Units in Urban Spaces  
̶through case studies of “Food Pods” in Portland, Oregon̶▲

Biomimicry for Architecture Reduction of environmental impact by principles of nature▲

Research on Guidance in Spaces and Design of a Station without Guide Signs▲

Research on the Actual Condition of subway concourse Connection Spaces in 
Development Projects in Central Tokyo ̶Evaluation focused on lingering activity̶▲

The Relationship between the Riverside Space and the Biodiversity of Fish in Shakujii 
River▲

A Renewal Strategy of Urban Parks in Shanghai through Mutual Integration and with the 
Surrounding Areas▲
Urban environment that encourages children's outdoor play activities in the modern age▲
Paradise of Common Fiction  
̶Appropriating Fictional Narratives in Literature to Garden Landscape̶▲

Adaptation of expressive techniques for creating cinematic worlds to urban sequences▲

Shrine of Tomorrow ̶Study of Shrine Spaces in Contemporary Urban Contexts Through 
Cultural Anthropological and Spatial Analysis Approaches̶▲

Study on Utilizing the Underground Pedestrian Networks to Enhance Regional Value 
̶Focusing on the connection between the underground pedestrian space and the 
private underground space̶▲

Neo Dressing Theory  
̶Exploring the New Architectural Enclosure in Contemporary Urban Context̶▲

Tinyness ̶A Study on Tiny Architecture and Tiny Lifestyle̶▲

Research on Open City by Using Urban Voids as Vague Boundaries in Tokyo▲

Changes of Sense of Atmosphere by Light into Space  
̶Through Analysis of Light Sequences in Art Museum̶▲

A study of spaces easily perceived by dementia patients▲

Analysis of Integrated Resorts Overseas and in Japan▲

Study of Openness in Architectural Space Sequences Using a 3D Scanner▲

A Study on Improvement of living environment in Hilly residential area  
̶Examining the possibility of utilizing micro-mobility in Tadodai, Yokosuka City̶▲

Emergence of Imagined Land  
̶Cultivating New Society Through Borrowed Cultural Art Movement̶▲

Research on Sequential Space Design in New Urban Context  
̶Case study in Kagurazaka̶▲

Restructuring the Tokyo Metropolitan Area by Repurposing Electrical Infrastructure Space▲

A study on connecting local communities utilizing traditional Japanese patterns and 
ornaments▲

Rethinking the City Through the Use of Theatrical and Spectacular Elements in City and 
Architecture ̶Focusing on Ueno Hirokoji̶▲

Solving the Marine Debris Problem through Regional Collaboration  
̶A case study on the Setouchi region̶▲

Resurrection of Intermediary Space in Myanmar Architecture  
̶Learning From Kisho Kurokawa's Theory and Works̶▲

Revitalization of Small-scale Local Manufacturing Industry and its Neighboring 
Communities▲

How to increase the livability of Tokyo Bay area in the future?  
̶Tsukiji market area Case studies based on the 15 minutes city concept̶

※RA・TA制度、助手制度については P.010  を参照してください。

建築都市
デザイン
スタジオA

講義

［第1セメスター］

建築都市
デザイン
スタジオB

ワークショップ
インターンシップ

講義

［第2セメスター］

建築都市
デザイン
スタジオC

ワークショップ
インターンシップ

講義

［第3セメスター］

修士設計

［第4セメスター］

建築・都市学専攻の人材育成その他教育研究上の目的

国際建築都市デザイン系では、国際的環境で通用する建築・
都市デザインのプロフェッショナル、特に国際的な環境におい
て建築・都市の創造・再生を実践的に担えるプランナーやデザイ
ナーを育成する。
博士前期課程では、国際的な環境における建築デザイン・都市

デザインの実践に必要な知識、語学力及び技能を有する研究者
又は高度専門職業人を育成する。博士後期課程では、博士前期
課程で培った専門性を一層高め、国際社会での先導的役割を担
う研究者・教育者・実務家を育成する。

国際建築都市デザイン系 

総合芸術系では、芸術文化の歴史と現在に対する洞察と、自然
と社会の環境への適切な配慮を、創造的な研究へとつなげてい
くことのできる人材を育成する。博士前期課程では、特定の芸
術分野における深い知識と、分野を横断する広い知識を併せ持
つ研究者・教育者・作家を育成する。
博士後期課程では、博士前期課程で培った研究の専門性を一

層高め、各芸術分野においてより先導的役割を担う人材を育成
する。

総合芸術系

建築・都市デザイン教育で世界をつなぐ 建築･都市学専攻　3つの特色

UIA建築教育憲章に準拠した教育プログラ
ムとして日本での認定機関であるJABEE

より認定を得ることにより、国際的通用性の
担保された建築教育を提供します。

UIA基準による
国際建築家資格取得カリキュラム

学位 工学修士号、建築学修士号、
学術修士号

入学者受入方針（Admission Policy）、学位授与方針（Diploma Policy）、教育課程編成・実施方針（Curriculum Policy）、
理工学研究科の人材養成その他教育研究上の目的については、 P.102-105  を参照してください。

2022年度 修士論文テーマ

総合芸術系では、芸術文化の歴史と現在に対する洞察と、自然と社会の環境へ
の適切な配慮を、創造的な研究へとつなげていくことのできる人材育成を目的
とします。
修了後の進路としては、高等教育機関教員、アーティスト、キュレーター、批評家、
ジャーナリスト、自治体・企業等における文化支援部門の専門職などが挙げられ
ます。

カリキュラム一覧

建築・都市学専攻　総合芸術系

▲

映画における労働者 ̶ディズニー実写映画に見る「労働」と「革命」̶

総合芸術系

主要科目 特修科目 担当教員
総合芸術研究 現代美術特論　写真史特論 倉石 信乃

総合芸術研究 映画と都市　文学と都市 清岡 智比古

総合芸術研究 映画史特論　批評特論　総合芸術特論 管 啓次郎

総合芸術研究 フィルム・アダプテーション特論　ポストモダン文化特論 波戸岡 景太

総合芸術研究 環境と人文学　環境とデザイン 鞍田　崇

総合芸術研究 ワークショップ・デザイン特論　空間表象特論 山本 洋平

※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。
※一部の科目について、生田キャンパスで開講する場合があります。
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理工学研究科Webページ
明治大学大学院 理工学研究科 検 索

事務取扱時間
平　日

▲

08：30～16：30　土曜日

▲

08：30～12：00　電話

▲

044-934-7561　Mail

▲
sst@mics.meiji.ac.jp

※休業期間やイベント等により事務取扱時間は変更となる場合があります。

高いデザイン能力を有する高度専門技術者の育成
理工学研究科では、自然の法則と数理の構造を理解し、

その知見を応用して人類の継続的な発展と幸福に貢献す

る、人間性豊かな研究者と高度専門職業人の養成を目標

としています。各専攻に設置された科目を通して専門的

な学力の修得を図るとともに、全専攻に共通する広域的な

テーマや学際領域に関わる授業科目をバランスよく配置し、

理工学の専門的な知識のみならず、科学技術を社会との

関わりの中で捉える広い視野と、境界領域や新しい分野

をも開拓しうる柔軟性を育成します。

また、連携大学院制度の導入、他大学との単位互換協

定への参画など、実社会や他大学院生との交流も積極的

に行っています。国内外の学会参加の費用補助やRA・

TA、助手への採用の制度、その他奨学金制度など経済的

支援も整っており、積極的に研究を行おうと考える大学院

生にとって、充実した研究生活を送ることができる環境が

用意されています。意欲ある多くの皆さんが理工学研究科

に入学されることを期待しています。

　国際的視野に立ち、総合的かつ実践的に課題に対処できるプロフェッショナルの育成
を目指し、ワークショップ・ディスカッション重視の指導による、国際的通用性のある高
度専門教育を行います。

プログラム（博士前期課程２年間）

日本から世界へ・世界から日本へ
［グローバルに活躍できる人材］の
育成

建築・都市デザイン分野における
日本で初めての完全英語教育と
学際的教育の実施

知的プラットフォームの構築による
国内外での多様な
就業・実務機会の提供

●  サステイナブルな低炭素社会の実現に向
けた学際的視野の獲得

●   世界的都市問題と地域固有の問題に対
応した多角的な視野の育成

●  マーケットのグローバル化に対応した東
アジア・環太平洋地域との連携

●  ワークショップ・ディスカッション重視の
欧米スタジオ形式のインタラクティブ指
導の実践

●  欧米・アジアの建築・都市デザイン分野の
大学との連携による多様な学習スタイル
の提供

●  JABEE およびUNESCO/UIA 認定プロ
グラムによる国際的通用性のある建築教
育プログラムの提供

●  海外建築・都市デザイン事務所との連携
による就業支援プログラムの提供

●  海外大学との連携による留学機会の提供
●  グローバルなネットワークの構築とコミュ
ニケーション能力のスキルアップによる多
様な就業・実務機会の創出

2022年度 修士論文テーマ

建築・都市学専攻 建築・都市学専攻

国際建築都市デザイン系

　都市や建築分野における教育・研究・実務の領域では、国を超えた共通の課題
や地域に根ざした固有の問題などを解決するために、国際的視野に立った高度
専門家の育成が緊急の課題となっています。
　一方、近年、グローバルな経済変動の中で国内建築業界は長期停滞傾向にさら
され、今後ますます海外進出を視野に入れた建築技術者の養成が求められてい
ます。
　国際建築都市デザイン系では、国際的に通用するプランナーやデザイナーを
育成しています。

専修科目 担当教員
Architecture and Urban Design Studies 小林 正美

Architecture and Urban Design Studies 佐々木 宏幸

Architecture and Urban Design Studies 田中 友章

Architecture and Urban Design Studies 田村 順子

※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

カリキュラム一覧

建築・都市学専攻　国際建築都市デザイン系

▲

A Study on Utilization of Mobile Food Units in Urban Spaces  
̶through case studies of “Food Pods” in Portland, Oregon̶▲

Biomimicry for Architecture Reduction of environmental impact by principles of nature▲

Research on Guidance in Spaces and Design of a Station without Guide Signs▲

Research on the Actual Condition of subway concourse Connection Spaces in 
Development Projects in Central Tokyo ̶Evaluation focused on lingering activity̶▲

The Relationship between the Riverside Space and the Biodiversity of Fish in Shakujii 
River▲

A Renewal Strategy of Urban Parks in Shanghai through Mutual Integration and with the 
Surrounding Areas▲
Urban environment that encourages children's outdoor play activities in the modern age▲
Paradise of Common Fiction  
̶Appropriating Fictional Narratives in Literature to Garden Landscape̶▲

Adaptation of expressive techniques for creating cinematic worlds to urban sequences▲

Shrine of Tomorrow ̶Study of Shrine Spaces in Contemporary Urban Contexts Through 
Cultural Anthropological and Spatial Analysis Approaches̶▲

Study on Utilizing the Underground Pedestrian Networks to Enhance Regional Value 
̶Focusing on the connection between the underground pedestrian space and the 
private underground space̶▲

Neo Dressing Theory  
̶Exploring the New Architectural Enclosure in Contemporary Urban Context̶▲

Tinyness ̶A Study on Tiny Architecture and Tiny Lifestyle̶▲

Research on Open City by Using Urban Voids as Vague Boundaries in Tokyo▲

Changes of Sense of Atmosphere by Light into Space  
̶Through Analysis of Light Sequences in Art Museum̶▲

A study of spaces easily perceived by dementia patients▲

Analysis of Integrated Resorts Overseas and in Japan▲

Study of Openness in Architectural Space Sequences Using a 3D Scanner▲

A Study on Improvement of living environment in Hilly residential area  
̶Examining the possibility of utilizing micro-mobility in Tadodai, Yokosuka City̶▲

Emergence of Imagined Land  
̶Cultivating New Society Through Borrowed Cultural Art Movement̶▲

Research on Sequential Space Design in New Urban Context  
̶Case study in Kagurazaka̶▲

Restructuring the Tokyo Metropolitan Area by Repurposing Electrical Infrastructure Space▲

A study on connecting local communities utilizing traditional Japanese patterns and 
ornaments▲

Rethinking the City Through the Use of Theatrical and Spectacular Elements in City and 
Architecture ̶Focusing on Ueno Hirokoji̶▲

Solving the Marine Debris Problem through Regional Collaboration  
̶A case study on the Setouchi region̶▲

Resurrection of Intermediary Space in Myanmar Architecture  
̶Learning From Kisho Kurokawa's Theory and Works̶▲

Revitalization of Small-scale Local Manufacturing Industry and its Neighboring 
Communities▲

How to increase the livability of Tokyo Bay area in the future?  
̶Tsukiji market area Case studies based on the 15 minutes city concept̶

※RA・TA制度、助手制度については P.010  を参照してください。

建築都市
デザイン
スタジオA

講義

［第1セメスター］

建築都市
デザイン
スタジオB

ワークショップ
インターンシップ

講義

［第2セメスター］

建築都市
デザイン
スタジオC

ワークショップ
インターンシップ

講義

［第3セメスター］

修士設計

［第4セメスター］

建築・都市学専攻の人材育成その他教育研究上の目的

国際建築都市デザイン系では、国際的環境で通用する建築・
都市デザインのプロフェッショナル、特に国際的な環境におい
て建築・都市の創造・再生を実践的に担えるプランナーやデザイ
ナーを育成する。
博士前期課程では、国際的な環境における建築デザイン・都市

デザインの実践に必要な知識、語学力及び技能を有する研究者
又は高度専門職業人を育成する。博士後期課程では、博士前期
課程で培った専門性を一層高め、国際社会での先導的役割を担
う研究者・教育者・実務家を育成する。

国際建築都市デザイン系 

総合芸術系では、芸術文化の歴史と現在に対する洞察と、自然
と社会の環境への適切な配慮を、創造的な研究へとつなげてい
くことのできる人材を育成する。博士前期課程では、特定の芸
術分野における深い知識と、分野を横断する広い知識を併せ持
つ研究者・教育者・作家を育成する。
博士後期課程では、博士前期課程で培った研究の専門性を一

層高め、各芸術分野においてより先導的役割を担う人材を育成
する。

総合芸術系

建築・都市デザイン教育で世界をつなぐ 建築･都市学専攻　3つの特色

UIA建築教育憲章に準拠した教育プログラ
ムとして日本での認定機関であるJABEE

より認定を得ることにより、国際的通用性の
担保された建築教育を提供します。

UIA基準による
国際建築家資格取得カリキュラム

学位 工学修士号、建築学修士号、
学術修士号

入学者受入方針（Admission Policy）、学位授与方針（Diploma Policy）、教育課程編成・実施方針（Curriculum Policy）、
理工学研究科の人材養成その他教育研究上の目的については、 P.102-105  を参照してください。

2022年度 修士論文テーマ

総合芸術系では、芸術文化の歴史と現在に対する洞察と、自然と社会の環境へ
の適切な配慮を、創造的な研究へとつなげていくことのできる人材育成を目的
とします。
修了後の進路としては、高等教育機関教員、アーティスト、キュレーター、批評家、
ジャーナリスト、自治体・企業等における文化支援部門の専門職などが挙げられ
ます。

カリキュラム一覧

建築・都市学専攻　総合芸術系

▲

映画における労働者 ̶ディズニー実写映画に見る「労働」と「革命」̶

総合芸術系

主要科目 特修科目 担当教員
総合芸術研究 現代美術特論　写真史特論 倉石 信乃

総合芸術研究 映画と都市　文学と都市 清岡 智比古

総合芸術研究 映画史特論　批評特論　総合芸術特論 管 啓次郎

総合芸術研究 フィルム・アダプテーション特論　ポストモダン文化特論 波戸岡 景太

総合芸術研究 環境と人文学　環境とデザイン 鞍田　崇

総合芸術研究 ワークショップ・デザイン特論　空間表象特論 山本 洋平

※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。
※一部の科目について、生田キャンパスで開講する場合があります。
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理工学研究科 Graduate School of Science and Technology

建築・都市学専攻　教員一覧

国際建築都市デザイン系
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

総 合 芸 術 系
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

清岡 智比古
KIYOOKA  Tomohiko

教授
研究
分野 映画論／詩論／都市論

【最終学歴】上智大学大学院　【担当授業科目】映画と都市／
文学と都市　【研究テーマ】都市論と映画論を組み合わせ、現
代のディアスポラの様相を探る／日本近現詩論　【主な著書・
論文】『東京詩』／『エキゾチック・パリ案内』／『パリ移民映画』
／『混成世界のポルトラーノ』（共著）

小林 正美
KOBAYASHI  Masami

工学博士
教授

研究
分野 建築設計および都市デザイン論

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】Architecture 
and Urban Design Studies　【研究テーマ】「シャレットワー
クショップ」の実践と評価／視覚的シークエンスの研究／ユビ
キタス技術による都市回遊性の研究　【主な著書・論文】「ボス
トン建築探訪」（丸善）／「東京再生」（学芸出版社）／市民が関
わるパブリックスペースのデザイン（エクスナレジ社）

倉石 信乃
KURAISHI  Shino

教授
研究
分野 近現代美術史・写真史・美術館学

【最終学歴】多摩美術大学　【担当授業科目】総合芸術研究／
現代美術特論／写真史特論　【研究テーマ】複製技術時代以
降の視覚芸術の可能性を、具体的な作品・資料に拠って考察す
る　【主な著書・論文】『スナップショット─写真の輝き』（大修
館書店・2010年）／『反写真論』（オシリス発行・河出書房新社・
1999年）／『失楽園：風景表現の近代1870-1945』（共著・大
修館書店・2004年）

佐々木 宏幸
SASAKI  Hiroyuki

博士
（芸術工学）
教授

研究
分野 アーバンデザイン／都市・地域計画

【最終学歴】カリフォルニア大学バークレー校大学院　【担当授
業科目】Architecture and Urban Design Studies　【研究
テーマ】戦略的アーバンデザインの実践手法／フォーム・ベース
ド・コード／ニューアーバニズム／公共空間のデザインと活用　
【主な著書・論文】飯田市中心市街地活性化に向けた裏界線の
活用に関する研究／「歩行者利用可能な路上駐車帯「フレキシ
ブル・ゾーン」を有する街路に関する研究」／路上駐車帯の屋外
飲食空間としての利用に関する研究

田中 友章
TANAKA  Tomoaki

博士（建築学）
教授

研究
分野 建築設計／建築計画／敷地計画

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】Architecture 
and Urban Design Studies　【研究テーマ】場所に応答する
敷地計画に関する研究／複数敷地区画の包括的・協調的計画
に関する研究／大学における新たな学びの場に関する研究　【主
な著書・論文】「密集市街地における連担建築物設計制度の活
用に関する研究」（日本建築学会計画系論文集）／「都市建築
のかたち」（共著・日本建築学会・丸善）／「住むための建築計画」
（共著・彰国社）

田村 順子
TAMURA  Junko

博士（工学）
特任准教授

研究
分野

建築・都市デザイン論、
コミュニティ開発

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】Architecture 
and Urban Design Studies　【研究テーマ】低所得者居住地
域における住環境改善の実践的アプローチ／持続的地域開発
のコミュニティ支援　【主な著書・論文】「Spatial Patterns in 
Incremental Process of Low-Income Population―The 
Case of Lusaka Sites and Services Project」（日本建築学
会計画系論文集）／「D Catalogue: Planning and Design, 
Center for Sustainable Urban Regeneration」（編者、共著、
東京大学都市持続再生研究センター）

管 啓次郎
SUGA  Keijiro

教授
研究
分野 比較詩学／批評理論

【最終学歴】ワシントン大学（シアトル）　博士論文提出資格取
得　【担当授業科目】総合芸術研究／映像文化特論　【研究
テーマ】現代地球社会における文化創造の分析　【主な著書・
論文】『コロンブスの犬』／『狼が連れだって走る月』／『斜線の旅』
（読売文学賞）／『時制論』『数と夕方』（詩集）／『ストレンジオグ
ラフィ』

波戸岡 景太
HATOOKA  Keita

博士（文学）
教授

研究
分野

現代文学およびポップカルチャーを
中心とした表象文化論

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】総合芸術
研究／文芸コンテンツ特論　【研究テーマ】ピンチョン文学に
あらわれた近現代史観を基礎とする、コンテンツ批評の実践　
【主な著書・論文】『オープンスペース・アメリカ―荒野から始ま
る環境表象文化論』（2009年）／『ピンチョンの動物園』（2011
年）／『ラノベのなかの現代日本―ポップ／ぼっち／ノスタルジア』
（2013年）／『ロケットの正午を待っている』（2016年）／『映画
原作派のためのアダプテーション入門』（2017年）

鞍田 崇
KURATA  Takashi

博士
（人間・環境学）
准教授

研究
分野 哲学／デザイン／環境人文学

【最終学歴】京都大学大学院　【担当授業科目】環境と人文学
／環境とデザイン　【研究テーマ】地球規模の環境・社会変化
を克服する人文的アプローチの確立　【主な著書・論文】『フー
ドスケープ』（共著・アノニマスタジオ・2016年）／『民藝のインティ
マシー―「いとおしさ」をデザインする』（単著・明治大学出版会・
2015年）／『「生活工芸」の時代』（共著・新潮社・2014年）／『人
間科学としての地球環境学』（共著・京都通信社・2013年）／
『〈民藝〉のレッスン─つたなさの技法』（編著・フィルムアート社・
2012年）

山本 洋平
YAMAMOTO  Yohei

博士（文学）
准教授

研究
分野

アメリカ文化・文学研究、
環境文学研究

【最終学歴】立教大学大学院　【担当授業科目】空間表象特論、
ワークショップ・デザイン特論　【研究テーマ】環境文学論（場
所／空間／風景／都市）、学術ワークショップの実践　【主な
著書・論文】“Unsettling the Wilderness: Thoreau’s Post-
Sublime Vision in The Maine Woods”（2021年）／『深まり
ゆくアメリカ文学  源流と展開』（共編著・ミネルヴァ書房、
2021年）／『環境人文学 I  文化の中の自然』／『環境人文学Ⅱ 
他者としての自然』（共編著・勉誠出版・2017年）

I  e n t e r e d  t h e  g r a d u a t e 
school of Meiji University from 
another university. I major in 
International Architecture and 
Urban Design (I-AUD) in order 
to study architecture from a 
w ider  perspect i ve  than the 
undergraduate. At the graduate 
school, I  am doing research 
on urban design regarding the 
West Coast of the United States 
where the mobi le food units 
(kitchen car) are utilized. There 

are countless to learn and consider in the urban field, which 
involve not only architecture and urban design, but also social 
problems and regulatory issues. Graduate school is a place 
where you can explore questions with no definite answer 
through suggesting hypotheses and take your time to tackle 
them. In I-AUD, where each student conducts research on 
different themes, discussions with my colleagues inspire me 
new perspectives all the time. Through the research of urban 
design, I can consider deeply how to deal with the society.

修了生からのメッセージ

Challenge the 
questions with no 
definite answer

博士前期課程 Master’s Program

堀岡 美維
HORIOKA Mii

建築・都市学専攻
国際建築都市デザイン系
（I-AUD）
2023年3月修了

教員情報　P.184

 田中 友章 教授 師事していた教員は？

More than half of the students come from all over the world, and all 
programs are conducted in English. There are many opportunities 
for group work and presentations, and students will acquire the 
skill to deliver clear presentations and respond questions from the 
audience. I-AUD operates a studio system, and students do not 
need to be assigned to a laboratory. I am lucky to be supervised by 
Prof. Tomoaki Tanaka for my master’s thesis.

総合芸術系では、その名のとおり、
映画・小説・絵画・写真……など、幅
広い形態の芸術について領域横断的
に学んでいくことができます。様々な
分野に詳しい人々が集まっていて、対
象へのアプローチの仕方は人それぞ
れ。自分の興味ある分野や作品につ
いて深く研究していけるのはもちろん、
自ら作品を作って表現することもでき
ます。学びと実践の両方が歓迎され
る場所が、総合芸術系なのです。

またここでは、大学院における学びについて一種の型を勉強しながら、
時にそうした型に縛られない先生方や研究生と意見を交換し、自分の
興味関心がはまりこんでいた狭い型を破っていくことができます。自分
も日々、予想した以上に興味が拡張されていくという体験を味わい、楽
しみました。

教員情報　P.185

 清岡 智比古 教授 師事していた教員は？

清岡研究室では、アメリカやフランスを中心とする海外映画につい
て学んでいます。鑑賞と議論を重ね、作品内の表現と作品外の歴史や社
会情勢などとの密接な関わりを見ることで、映画を取り巻く軸が拡大
していきます。論点を固定せず、文学などからも言及がされるので、他
分野に対する学習意欲も刺激されます。

“興味”を拡張して
くれる場所と人

博士前期課程 Master’s Program

谷山 亮太
TANIYAMA Ryota

建築・都市学専攻
総合芸術系
2023年3月修了
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建築・都市学専攻　教員一覧

国際建築都市デザイン系
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

総合芸術系
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

清岡 智比古
KIYOOKA  Tomohiko

教授
研究
分野 映画論／詩論／都市論

【最終学歴】上智大学大学院　【担当授業科目】映画と都市／
文学と都市　【研究テーマ】都市論と映画論を組み合わせ、現
代のディアスポラの様相を探る／日本近現詩論　【主な著書・
論文】『東京詩』／『エキゾチック・パリ案内』／『パリ移民映画』
／『混成世界のポルトラーノ』（共著）

小林 正美
KOBAYASHI  Masami

工学博士
教授

研究
分野 建築設計および都市デザイン論

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】Architecture 
and Urban Design Studies　【研究テーマ】「シャレットワー
クショップ」の実践と評価／視覚的シークエンスの研究／ユビ
キタス技術による都市回遊性の研究　【主な著書・論文】「ボス
トン建築探訪」（丸善）／「東京再生」（学芸出版社）／市民が関
わるパブリックスペースのデザイン（エクスナレジ社）

倉石 信乃
KURAISHI  Shino

教授
研究
分野 近現代美術史・写真史・美術館学

【最終学歴】多摩美術大学　【担当授業科目】総合芸術研究／
現代美術特論／写真史特論　【研究テーマ】複製技術時代以
降の視覚芸術の可能性を、具体的な作品・資料に拠って考察す
る　【主な著書・論文】『スナップショット─写真の輝き』（大修
館書店・2010年）／『反写真論』（オシリス発行・河出書房新社・
1999年）／『失楽園：風景表現の近代1870-1945』（共著・大
修館書店・2004年）

佐々木 宏幸
SASAKI  Hiroyuki

博士
（芸術工学）
教授

研究
分野 アーバンデザイン／都市・地域計画

【最終学歴】カリフォルニア大学バークレー校大学院　【担当授
業科目】Architecture and Urban Design Studies　【研究
テーマ】戦略的アーバンデザインの実践手法／フォーム・ベース
ド・コード／ニューアーバニズム／公共空間のデザインと活用　
【主な著書・論文】飯田市中心市街地活性化に向けた裏界線の
活用に関する研究／「歩行者利用可能な路上駐車帯「フレキシ
ブル・ゾーン」を有する街路に関する研究」／路上駐車帯の屋外
飲食空間としての利用に関する研究

田中 友章
TANAKA  Tomoaki

博士（建築学）
教授

研究
分野 建築設計／建築計画／敷地計画

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】Architecture 
and Urban Design Studies　【研究テーマ】場所に応答する
敷地計画に関する研究／複数敷地区画の包括的・協調的計画
に関する研究／大学における新たな学びの場に関する研究　【主
な著書・論文】「密集市街地における連担建築物設計制度の活
用に関する研究」（日本建築学会計画系論文集）／「都市建築
のかたち」（共著・日本建築学会・丸善）／「住むための建築計画」
（共著・彰国社）

田村 順子
TAMURA  Junko

博士（工学）
特任准教授

研究
分野

建築・都市デザイン論、
コミュニティ開発

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】Architecture 
and Urban Design Studies　【研究テーマ】低所得者居住地
域における住環境改善の実践的アプローチ／持続的地域開発
のコミュニティ支援　【主な著書・論文】「Spatial Patterns in 
Incremental Process of Low-Income Population―The 
Case of Lusaka Sites and Services Project」（日本建築学
会計画系論文集）／「D Catalogue: Planning and Design, 
Center for Sustainable Urban Regeneration」（編者、共著、
東京大学都市持続再生研究センター）

管 啓次郎
SUGA  Keijiro

教授
研究
分野 比較詩学／批評理論

【最終学歴】ワシントン大学（シアトル）　博士論文提出資格取
得　【担当授業科目】総合芸術研究／映像文化特論　【研究
テーマ】現代地球社会における文化創造の分析　【主な著書・
論文】『コロンブスの犬』／『狼が連れだって走る月』／『斜線の旅』
（読売文学賞）／『時制論』『数と夕方』（詩集）／『ストレンジオグ
ラフィ』

波戸岡 景太
HATOOKA  Keita

博士（文学）
教授

研究
分野

現代文学およびポップカルチャーを
中心とした表象文化論

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】総合芸術
研究／文芸コンテンツ特論　【研究テーマ】ピンチョン文学に
あらわれた近現代史観を基礎とする、コンテンツ批評の実践　
【主な著書・論文】『オープンスペース・アメリカ―荒野から始ま
る環境表象文化論』（2009年）／『ピンチョンの動物園』（2011
年）／『ラノベのなかの現代日本―ポップ／ぼっち／ノスタルジア』
（2013年）／『ロケットの正午を待っている』（2016年）／『映画
原作派のためのアダプテーション入門』（2017年）

鞍田 崇
KURATA  Takashi

博士
（人間・環境学）
准教授

研究
分野 哲学／デザイン／環境人文学

【最終学歴】京都大学大学院　【担当授業科目】環境と人文学
／環境とデザイン　【研究テーマ】地球規模の環境・社会変化
を克服する人文的アプローチの確立　【主な著書・論文】『フー
ドスケープ』（共著・アノニマスタジオ・2016年）／『民藝のインティ
マシー―「いとおしさ」をデザインする』（単著・明治大学出版会・
2015年）／『「生活工芸」の時代』（共著・新潮社・2014年）／『人
間科学としての地球環境学』（共著・京都通信社・2013年）／
『〈民藝〉のレッスン─つたなさの技法』（編著・フィルムアート社・
2012年）

山本 洋平
YAMAMOTO  Yohei

博士（文学）
准教授

研究
分野

アメリカ文化・文学研究、
環境文学研究

【最終学歴】立教大学大学院　【担当授業科目】空間表象特論、
ワークショップ・デザイン特論　【研究テーマ】環境文学論（場
所／空間／風景／都市）、学術ワークショップの実践　【主な
著書・論文】“Unsettling the Wilderness: Thoreau’s Post-
Sublime Vision in The Maine Woods”（2021年）／『深まり
ゆくアメリカ文学  源流と展開』（共編著・ミネルヴァ書房、
2021年）／『環境人文学 I  文化の中の自然』／『環境人文学Ⅱ 
他者としての自然』（共編著・勉誠出版・2017年）

I  e n t e r e d  t h e  g r a d u a t e 
school of Meiji University from 
another university. I major in 
International Architecture and 
Urban Design (I-AUD) in order 
to study architecture from a 
w ider  perspect i ve  than the 
undergraduate. At the graduate 
school, I  am doing research 
on urban design regarding the 
West Coast of the United States 
where the mobi le food units 
(kitchen car) are utilized. There 

are countless to learn and consider in the urban field, which 
involve not only architecture and urban design, but also social 
problems and regulatory issues. Graduate school is a place 
where you can explore questions with no definite answer 
through suggesting hypotheses and take your time to tackle 
them. In I-AUD, where each student conducts research on 
different themes, discussions with my colleagues inspire me 
new perspectives all the time. Through the research of urban 
design, I can consider deeply how to deal with the society.

修了生からのメッセージ

Challenge the 
questions with no 
definite answer

博士前期課程 Master’s Program

堀岡 美維
HORIOKA Mii

建築・都市学専攻
国際建築都市デザイン系
（I-AUD）
2023年3月修了

教員情報　P.184

 田中 友章 教授 師事していた教員は？

More than half of the students come from all over the world, and all 
programs are conducted in English. There are many opportunities 
for group work and presentations, and students will acquire the 
skill to deliver clear presentations and respond questions from the 
audience. I-AUD operates a studio system, and students do not 
need to be assigned to a laboratory. I am lucky to be supervised by 
Prof. Tomoaki Tanaka for my master’s thesis.

総合芸術系では、その名のとおり、
映画・小説・絵画・写真……など、幅
広い形態の芸術について領域横断的
に学んでいくことができます。様々な
分野に詳しい人々が集まっていて、対
象へのアプローチの仕方は人それぞ
れ。自分の興味ある分野や作品につ
いて深く研究していけるのはもちろん、
自ら作品を作って表現することもでき
ます。学びと実践の両方が歓迎され
る場所が、総合芸術系なのです。

またここでは、大学院における学びについて一種の型を勉強しながら、
時にそうした型に縛られない先生方や研究生と意見を交換し、自分の
興味関心がはまりこんでいた狭い型を破っていくことができます。自分
も日々、予想した以上に興味が拡張されていくという体験を味わい、楽
しみました。

教員情報　P.185

 清岡 智比古 教授 師事していた教員は？

清岡研究室では、アメリカやフランスを中心とする海外映画につい
て学んでいます。鑑賞と議論を重ね、作品内の表現と作品外の歴史や社
会情勢などとの密接な関わりを見ることで、映画を取り巻く軸が拡大
していきます。論点を固定せず、文学などからも言及がされるので、他
分野に対する学習意欲も刺激されます。

“興味”を拡張して
くれる場所と人

博士前期課程 Master’s Program

谷山 亮太
TANIYAMA Ryota

建築・都市学専攻
総合芸術系
2023年3月修了
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建築・都市学専攻　教員一覧

国際建築都市デザイン系
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

総合芸術系
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

清岡 智比古
KIYOOKA  Tomohiko

教授
研究
分野 映画論／詩論／都市論

【最終学歴】上智大学大学院　【担当授業科目】映画と都市／
文学と都市　【研究テーマ】都市論と映画論を組み合わせ、現
代のディアスポラの様相を探る／日本近現詩論　【主な著書・
論文】『東京詩』／『エキゾチック・パリ案内』／『パリ移民映画』
／『混成世界のポルトラーノ』（共著）

小林 正美
KOBAYASHI  Masami

工学博士
教授

研究
分野 建築設計および都市デザイン論

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】Architecture 
and Urban Design Studies　【研究テーマ】「シャレットワー
クショップ」の実践と評価／視覚的シークエンスの研究／ユビ
キタス技術による都市回遊性の研究　【主な著書・論文】「ボス
トン建築探訪」（丸善）／「東京再生」（学芸出版社）／市民が関
わるパブリックスペースのデザイン（エクスナレジ社）

倉石 信乃
KURAISHI  Shino

教授
研究
分野 近現代美術史・写真史・美術館学

【最終学歴】多摩美術大学　【担当授業科目】総合芸術研究／
現代美術特論／写真史特論　【研究テーマ】複製技術時代以
降の視覚芸術の可能性を、具体的な作品・資料に拠って考察す
る　【主な著書・論文】『スナップショット─写真の輝き』（大修
館書店・2010年）／『反写真論』（オシリス発行・河出書房新社・
1999年）／『失楽園：風景表現の近代1870-1945』（共著・大
修館書店・2004年）

佐々木 宏幸
SASAKI  Hiroyuki

博士
（芸術工学）
教授

研究
分野 アーバンデザイン／都市・地域計画

【最終学歴】カリフォルニア大学バークレー校大学院　【担当授
業科目】Architecture and Urban Design Studies　【研究
テーマ】戦略的アーバンデザインの実践手法／フォーム・ベース
ド・コード／ニューアーバニズム／公共空間のデザインと活用　
【主な著書・論文】飯田市中心市街地活性化に向けた裏界線の
活用に関する研究／「歩行者利用可能な路上駐車帯「フレキシ
ブル・ゾーン」を有する街路に関する研究」／路上駐車帯の屋外
飲食空間としての利用に関する研究

田中 友章
TANAKA  Tomoaki

博士（建築学）
教授

研究
分野 建築設計／建築計画／敷地計画

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】Architecture 
and Urban Design Studies　【研究テーマ】場所に応答する
敷地計画に関する研究／複数敷地区画の包括的・協調的計画
に関する研究／大学における新たな学びの場に関する研究　【主
な著書・論文】「密集市街地における連担建築物設計制度の活
用に関する研究」（日本建築学会計画系論文集）／「都市建築
のかたち」（共著・日本建築学会・丸善）／「住むための建築計画」
（共著・彰国社）

田村 順子
TAMURA  Junko

博士（工学）
特任准教授

研究
分野

建築・都市デザイン論、
コミュニティ開発

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】Architecture 
and Urban Design Studies　【研究テーマ】低所得者居住地
域における住環境改善の実践的アプローチ／持続的地域開発
のコミュニティ支援　【主な著書・論文】「Spatial Patterns in 
Incremental Process of Low-Income Population―The 
Case of Lusaka Sites and Services Project」（日本建築学
会計画系論文集）／「D Catalogue: Planning and Design, 
Center for Sustainable Urban Regeneration」（編者、共著、
東京大学都市持続再生研究センター）

管 啓次郎
SUGA  Keijiro

教授
研究
分野 比較詩学／批評理論

【最終学歴】ワシントン大学（シアトル）　博士論文提出資格取
得　【担当授業科目】総合芸術研究／映像文化特論　【研究
テーマ】現代地球社会における文化創造の分析　【主な著書・
論文】『コロンブスの犬』／『狼が連れだって走る月』／『斜線の旅』
（読売文学賞）／『時制論』『数と夕方』（詩集）／『ストレンジオグ
ラフィ』

波戸岡 景太
HATOOKA  Keita

博士（文学）
教授

研究
分野

現代文学およびポップカルチャーを
中心とした表象文化論

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】総合芸術
研究／文芸コンテンツ特論　【研究テーマ】ピンチョン文学に
あらわれた近現代史観を基礎とする、コンテンツ批評の実践　
【主な著書・論文】『オープンスペース・アメリカ―荒野から始ま
る環境表象文化論』（2009年）／『ピンチョンの動物園』（2011
年）／『ラノベのなかの現代日本―ポップ／ぼっち／ノスタルジア』
（2013年）／『ロケットの正午を待っている』（2016年）／『映画
原作派のためのアダプテーション入門』（2017年）

鞍田 崇
KURATA  Takashi

博士
（人間・環境学）
准教授

研究
分野 哲学／デザイン／環境人文学

【最終学歴】京都大学大学院　【担当授業科目】環境と人文学
／環境とデザイン　【研究テーマ】地球規模の環境・社会変化
を克服する人文的アプローチの確立　【主な著書・論文】『フー
ドスケープ』（共著・アノニマスタジオ・2016年）／『民藝のインティ
マシー―「いとおしさ」をデザインする』（単著・明治大学出版会・
2015年）／『「生活工芸」の時代』（共著・新潮社・2014年）／『人
間科学としての地球環境学』（共著・京都通信社・2013年）／
『〈民藝〉のレッスン─つたなさの技法』（編著・フィルムアート社・
2012年）

山本 洋平
YAMAMOTO  Yohei

博士（文学）
准教授

研究
分野

アメリカ文化・文学研究、
環境文学研究

【最終学歴】立教大学大学院　【担当授業科目】空間表象特論、
ワークショップ・デザイン特論　【研究テーマ】環境文学論（場
所／空間／風景／都市）、学術ワークショップの実践　【主な
著書・論文】“Unsettling the Wilderness: Thoreau’s Post-
Sublime Vision in The Maine Woods”（2021年）／『深まり
ゆくアメリカ文学  源流と展開』（共編著・ミネルヴァ書房、
2021年）／『環境人文学 I  文化の中の自然』／『環境人文学Ⅱ 
他者としての自然』（共編著・勉誠出版・2017年）

I  e n t e r e d  t h e  g r a d u a t e 
school of Meiji University from 
another university. I major in 
International Architecture and 
Urban Design (I-AUD) in order 
to study architecture from a 
w ider  perspect i ve  than the 
undergraduate. At the graduate 
school, I  am doing research 
on urban design regarding the 
West Coast of the United States 
where the mobi le food units 
(kitchen car) are utilized. There 

are countless to learn and consider in the urban field, which 
involve not only architecture and urban design, but also social 
problems and regulatory issues. Graduate school is a place 
where you can explore questions with no definite answer 
through suggesting hypotheses and take your time to tackle 
them. In I-AUD, where each student conducts research on 
different themes, discussions with my colleagues inspire me 
new perspectives all the time. Through the research of urban 
design, I can consider deeply how to deal with the society.

修了生からのメッセージ

Challenge the 
questions with no 
definite answer

博士前期課程 Master’s Program

堀岡 美維
HORIOKA Mii

建築・都市学専攻
国際建築都市デザイン系
（I-AUD）
2023年3月修了

教員情報　P.184

 田中 友章 教授 師事していた教員は？

More than half of the students come from all over the world, and all 
programs are conducted in English. There are many opportunities 
for group work and presentations, and students will acquire the 
skill to deliver clear presentations and respond questions from the 
audience. I-AUD operates a studio system, and students do not 
need to be assigned to a laboratory. I am lucky to be supervised by 
Prof. Tomoaki Tanaka for my master’s thesis.

総合芸術系では、その名のとおり、
映画・小説・絵画・写真……など、幅
広い形態の芸術について領域横断的
に学んでいくことができます。様々な
分野に詳しい人々が集まっていて、対
象へのアプローチの仕方は人それぞ
れ。自分の興味ある分野や作品につ
いて深く研究していけるのはもちろん、
自ら作品を作って表現することもでき
ます。学びと実践の両方が歓迎され
る場所が、総合芸術系なのです。

またここでは、大学院における学びについて一種の型を勉強しながら、
時にそうした型に縛られない先生方や研究生と意見を交換し、自分の
興味関心がはまりこんでいた狭い型を破っていくことができます。自分
も日々、予想した以上に興味が拡張されていくという体験を味わい、楽
しみました。

教員情報　P.185

 清岡 智比古 教授 師事していた教員は？

清岡研究室では、アメリカやフランスを中心とする海外映画につい
て学んでいます。鑑賞と議論を重ね、作品内の表現と作品外の歴史や社
会情勢などとの密接な関わりを見ることで、映画を取り巻く軸が拡大
していきます。論点を固定せず、文学などからも言及がされるので、他
分野に対する学習意欲も刺激されます。

“興味”を拡張して
くれる場所と人

博士前期課程 Master’s Program

谷山 亮太
TANIYAMA Ryota

建築・都市学専攻
総合芸術系
2023年3月修了


